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特特特特　　　　集集集集
県郡市区対抗
駅伝競走大会

兵
庫
県
郡
市
区
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

│
95
チ
ー
ム（
男
子
49
、
女
子
46
）が
熱
い
戦
い
│

女子先頭集団をひっぱる内藤さん（ナンバーカード15）

先
般
行
わ
れ
た
全
国
都
道
府
県
対
抗
駅
伝
で
男
子
優
勝
・
女
子
準
優
勝
と

名
実
と
も
に
「
駅
伝
王
国
」
と
な
っ
た
兵
庫
県
の
郡
市
区
対
抗
駅
伝
競
争
大

会
が
、
２
月
７
日
（日）
、
晴
天
の
も
と
、
市
役
所
前
を
出
発
・
中
継
・
ゴ
ー
ル
地

点
と
し
て
、
男
子
42
・
１
９
５
km
、
女
子
21
・
０
９
７
５
km
の
コ
ー
ス
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

男
子
は
午
前
10
時
30
分
、
女
子
は
そ
の
５
分
後
に
ス
タ
ー
ト
。
県
下
の
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
が
勢
ぞ
ろ
い
す
る
中
、
沿
道
に
は
一
万
人
を
超
え
る
観
衆
が
県
内
各

地
か
ら
つ
め
か
け
、
郷
土
愛
の
タ
ス
キ
リ
レ
ー
に
熱
い
声
援
を
お
く
り
ま
し
た
。

加
西
市
チ
ー
ム
は
男
女
と
も
に
前
回
の
成
績
を
上
回
る
健
闘
ぶ
り
で
各
部
で

入
賞
、
特
に
女
子
は
総
合
７
位
（
２
部
２
位
）
と
大
健
闘
を
見
せ
ま
し
た
。

今
年
で
11
回
目
を
数
え
、
す
っ
か
り
加
西
の
冬
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
て

き
た
同
大
会
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
勇
壮
な
播
州
あ
ば
れ
太
鼓
が
選
手
団
を
歓

迎
。
沿
道
に
は
市
内
企
業
の
ご
協
力
に
よ
る
の
ぼ
り
が
並
び
、
市
内
11
小
学
校

の
児
童
が
作
っ
た
小
旗
が
配
ら
れ
、
県
内
各
地
か
ら
つ
め
か
け
た
観
客
の
応
援
ム

ー
ド
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
市
連
合
婦
人
会
、
Ｊ
Ａ
女
性
会
、
い
ず
み
会
の
み
な
さ
ん
に
よ
っ

て
、
ぜ
ん
ざ
い
と
あ
ま
ざ
け
が
選
手
や
関
係
者
に
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。

加
西
市
11
回
大
会

男子53回

女子14回

加西市チームメンバー表
男子

山端　良尚（西高室）1区

大西　亮輔（西　南）2区

山本　　徹（西　南）3区

岡田　展彦（青　野）4区

圓井　公輔（小　谷）5区

西面　和希（別府西）6区

圓井　大介（古坂2丁目）7区

女子

内藤　由嘉（野　上）1区

松本　美佳（田　原）2区

三宅　　慶（中　野）3区

小谷　友紀（東笠原）4区

西浦まゆみ（玉　野）5区
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北北北北
条条条条
地地地地
区区区区

福
　
吉
　
町

瓜
生
田
　
利
　
治

本
　
　
　
町

片
　
岡
　
和
　
義

南
　
　
　
町

宮
　
崎
　
龍
　
男
　

駅
　
前
　
町

小
　
林
　
　
　
栄

田
　
　
　
町

竹
　
本
　
幸
　
夫

御
　
旅
　
町

尾
　
芝
　
浩
　
治

御
　
幸
　
町

三
　
枝
　
種
　
男

笠
　
屋
　
町

永
　
田
　
武
　
志

宮
　
前
　
町

垣
　
内
　
守
　
男

江
ノ
木
町

棟
　
広
　
　
　
学

住
　
屋
　
町

小
　
田
　
　
　
陽

栄
　
　
　
町

阿
　
部
　
乕
　
芳

小
　
　
　
谷

正
　
中
　
繁
　
光

栗
　
　
　
田

日
下
部
　
　
　
強

横
　
　
　
尾

山
　
本
　
宏
　
史

古
　
　
　
坂

高
　
部
　
　
　
弘

東
　
高
　
室

鈴
　
木
　
正
　
純

西
　
高
　
室

高
　
橋
　
隆
　
雄
　

東
　
　
　
南

藤
　
田
　
　
　
勝

西
　
　
　
南

高
　
見
　
登
美
康

黒
　
　
　
駒

塚
　
原
　
忠
　
勝

曽
根
自
治
区

岡
　
　
　
真
一
郎

北
条
第
三
住
宅
自
治
区

樋
　
原
　
　
　
保

古
坂
１
丁
目
自
治
区細

　
尾
　
和
　
正

古
坂
２
丁
目
自
治
区圓

　
井
　
滋
　
美

古
坂
３
丁
目
自
治
区三

　
船
　
　
　
健
　

北
条
団
地
自
治
区原

　
田
　
孝
　
志

女
鹿
山
自
治
区

谷
　
田
　
儀
　
秋
　

清
水
団
地
自
治
会三

　
船
　
　
　
進

カ
ナ
ダ
村
自
治
会高

　
橋
　
　
　
勉

富富富富
田田田田
地地地地
区区区区

谷
　
　
　
町

宮
　
長
　
俊
　
春

西
谷
東
町

石
　
野
　
利
　
一

西
谷
西
町

谷
　
田
　
信
　
次

畑
　
　
　
町

河
　
原
　
義
　
信

窪
　
田
　
町

藤
　
田
　
義
　
隆

吸
　
谷
　
町

柏
　
原
　
　
　
勉

西
上
野
町

永
　
野
　
　
　
寧

市
　
村
　
町

川
　
嶋
　
敏
　
郎

坂
　
元
　
町

大
　
谷
　
正
　
義

福
　
居
　
町

大
　
門
　
義
　
則

谷
　
口
　
町

山
　
野
　
正
　
史

吉
　
野
　
町

荒
　
木
　
英
　
夫

吉
野
住
宅
自
治
区木

　
村
　
多
　
門

芝
自
治
区

門
　
林
　
満
　
雄

賀賀賀賀
茂茂茂茂
地地地地
区区区区

福
住
東
町

本
　
多
　
邦
　
好

福
住
西
町

安
　
田
　
好
　
孝

山
下
西
町

中
　
川
　
敏
　
治

山
下
中
町

山
　
下
　
光
　
昭
　

山
下
東
町

丸
　
岡
　
義
　
雄

西
横
田
町

横
　
田
　
與
一
郎

東
横
田
町

中
　
井
　
敏
　
博

鎮
　
岩
　
町

三
　
船
　
明
　
義

岸
　
呂
　
町

喜
　
谷
　
大
　
吉

東
　
長
　
町

宮
　
永
　
克
　
彦

西
　
長
　
町

玉
　
置
　
和
　
文

東
剣
坂
町

柏
　
原
　
正
　
信

西
剣
坂
町

中
　
村
　
弘
　
直

中
　
山
　
町

渡
　
辺
　
吉
　
隆

大
　
柳
　
町

柴
　
田
　
正
　
和

下下下下
里里里里
地地地地
区区区区

王
　
子
　
町

飯
　
尾
　
康
　
正

戸
田
井
町

高
　
見
　
信
　
幸

両
　
月
　
町

前
　
田
　
義
　
光

大
　
村
　
町

衣
　
笠
　
節
　
夫

尾
　
崎
　
町

岩
　
崎
　
　
　
勇

段
　
下
　
町

山
　
本
　
泰
　
弘

中
西
南
町

加
　
門
　
　
　
護

中
西
北
町

石
　
野
　
明
　
男

琵
琶
甲
町

内
　
田
　
　
　
徹

野
　
条
　
町

菅
　
原
　
孝
　
志

牛
　
居
　
町

前
　
田
　
　
　
正
　

上
野
田
町

中
　
川
　
江
　
司

東
野
田
町

東
　
一
　
　
　
素

東
笠
原
町

常
　
峰
　
　
　
修

西
笠
原
町

佐
　
伯
　
俊
　
一

三
　
口
　
町

宮
　
永
　
孝
　
一

坂
　
本
　
町

浅
　
見
　
文
　
洋

倉
　
谷
　
町

小
　
田
　
　
　
博

千
ノ
沢
町

山
　
本
　
公
　
一

新
　
生
　
町

中
　
原
　
宏
　
昌

尾
崎
団
地
自
治
区小

　
林
　
葉
　
一

九九九九
会会会会
地地地地
区区区区

中
　
野
　
町

三
　
宅
　
利
　
弘

田
　
原
　
町

稗
　
田
　
利
　
行

網
　
引
　
町

西
　
脇
　
章
　
夫

南
網
引
町

岡
　
田
　
良
　
則

栄
　
　
　
町

斧
　
田
　
　
　
弘

桑
原
田
町

神
　
戸
　
富
　
雄

繁
　
陽
　
町

丸
　
本
　
　
　
優

繁
　
昌
　
町

高
　
見
　
　
　
稔

上
宮
木
町

長
谷
川
　
泰
　
通

下
宮
木
村
町

阿
　
木
　
正
　
義

下
宮
木
町

澤
　
中
　
正
　
春

鶉
野
上
町

塩
　
河
　
清
　
一

鶉
野
南
町

飯
　
尾
　
　
　
勝

鶉
野
中
町

森
　
川
　
　
　
宏

繁
昌
団
地
自
治
会杤

　
原
　
　
　
肇

富富富富
合合合合
地地地地
区区区区

都
　
染
　
町

多
　
田
　
正
　
行

別
府
西
町

西
　
村
　
　
　
衛

別
府
中
町

別
　
府
　
義
　
幸

別
府
東
町

別
　
府
　
　
　
弘
　

常
　
吉
　
町

菅
　
野
　
　
　
洋

朝
　
妻
　
町

植
　
永
　
雅
　
則

豊
　
倉
　
町

岩
　
本
　
幸
　
一

玉
　
野
　
町

西
　
脇
　
弘
　
吉

山
　
枝
　
町

西
　
脇
　
勝
　
美

玉
　
丘
　
町

井
　
上
　
美
　
良

青
野
原
町

田
　
中
　
克
　
典

多多多多
加加加加
野野野野
地地地地
区区区区

甲
和
泉
町

杉
　
井
　
泉
三
郎

乙
和
泉
町

竹
　
内
　
隆
　
夫

河
　
内
　
町

高
　
見
　
敏
　
昌

山
　
田
　
町

神
　
田
　
　
　
強

野
　
上
　
町

伊
　
藤
　
公
　
徳

池
　
上
　
町

誉
　
田
　
正
　
敏

西
野
々
町

北
　
田
　
裕
　
久

島
　
　
　
町

織
　
田
　
寛
　
市

満
　
久
　
町

近
　
藤
　
成
　
雄

馬
渡
谷
町

中
　
植
　
勝
　
吉

大
　
工
　
町

神
　
田
　
直
　
臣

鍛
治
屋
町

岡
　
田
　
康
　
弘

油
　
谷
　
町

玉
　
井
　
詳
　
三

田
　
谷
　
町

井
　
上
　
正
　
實

国
　
正
　
町

志
　
方
　
正
　
勝

小
印
南
町

稲
　
木
　
善
　
英

青
　
野
　
町

岡
　
田
　
国
　
男

西西西西
在在在在
田田田田
地地地地
区区区区

上
若
井
町

篠
　
倉
　
継
　
也

下
若
井
町

高
　
井
　
義
　
隆

大
　
内
　
町

藤
　
原
　
正
　
一

下
道
山
町

宮
　
崎
　
愛
　
治

上
道
山
町

高
　
井
　
　
　
剛

下
万
願
寺
町

荒
　
倉
　
　
　
博

上
万
願
寺
町

池
　
田
　
孝
　
一

在在在在
田田田田
地地地地
区区区区

殿
　
原
　
町

繁
　
田
　
昌
　
幸

鴨
　
谷
　
町

荒
　
木
　
　
　
勤

笹
　
倉
　
町

松
　
井
　
信
　
幸
　

中
　
富
　
町

田
　
中
　
徳
　
幸

越
　
水
　
町

長
　
田
　
昭
　
夫
　

北
　
　
　
町

山
　
下
　
奉
　
文

別
　
所
　
町

中
　
芝
　
良
　
知

佐
　
谷
　
町

森
　
脇
　
俊
　
一

上
　
野
　
町

野
　
崎
　
岩
　
雄

広
　
原
　
町

小
　
山
　
郁
　
男

下
芥
田
町

切
　
貫
　
啓
　
一

上
芥
田
町

立
　
脇
　
　
　
敏

区
長
会
会
長

篠
　
倉
　
継
　
也

上
若
井
町

（
西
在
田
地
区
代
表
区
長
）

区
長
会
副
会
長

河
　
原
　
義
　
信

畑
　
　
町

（
富
田
地
区
代
表
区
長
）

区
長
会
副
会
長

横
　
田
　
與
一
郎

西
横
田
町

（
賀
茂
地
区
代
表
区
長
）

区
長
会
副
会
長

澤
　
中
　
正
　
春

下
宮
木
町

（
九
会
地
区
代
表
区
長
）

北
条
地
区
代
表
区
長

垣
　
内
　
守
　
男

宮
　
　
前

下
里
地
区
代
表
区
長

中
　
川
　
江
　
司

上
野
田
町

富
合
地
区
代
表
区
長

菅
　
野
　
　
　
洋

常
吉
町

多
加
野
地
区
代
表
区
長

高
　
見
　
敏
　
昌

河
内
町

在
田
地
区
代
表
区
長

荒
　
木
　
　
　
勤

鴨
谷
町

区　長さん

区長会会長

篠倉継也さん
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農会長会会長

岩国明義さん

農
会
長
会
会
長

岩
　
国
　
明
　
義

中
富
町

（
在
田
地
区
代
表
農
会
長
）

農
会
長
会
副
会
長

梅
　
野
　
　
　
肇

西
笠
原
町

（
下
里
地
区
代
表
農
会
長
）

北
条
地
区
代
表
農
会
長

高
　
橋
　
光
　
成

西
高
室

富
田
地
区
代
表
農
会
長

福
　
永
　
芳
　
嗣

吉
野
町

賀
茂
地
区
代
表
農
会
長

三
　
船
　
　
　
守

鎮
岩
町

九
会
地
区
代
表
農
会
長

佐
　
伯
　
　
　
豊

鶉
野
上
町

富
合
地
区
代
表
農
会
長

山
　
田
　
豊
　
詞

山
枝
町

多
加
野
地
区
代
表
農
会
長

常
　
峰
　
八
　
郎

田
谷
町

西
在
田
地
区
代
表
農
会
長

小
　
池
　
昭
　
広

下
万
願
寺
町

北北北北
条条条条
地地地地
区区区区

北
　
条
　
東

松
　
本
　
　
　
正

北
　
条
　
西

原
　
田
　
　
　
工

小
　
　
　
谷

堀
　
中
　
正
　
光

栗
　
　
　
田

小
　
薮
　
　
　
勇

横
　
　
　
尾

藤
　
原
　
義
　
昭

古
　
　
　
坂

衣
　
川
　
邦
　
雄

東
　
高
　
室

山
　
下
　
正
　
和

西
　
高
　
室

高
　
橋
　
光
　
成

東
　
　
　
南

岡
　
田
　
泰
　
和

西
　
　
　
南

西
　
村
　
輝
　
明

黒
　
　
　
駒

菅
　
原
　
孝
　
良

富富富富
田田田田
地地地地
区区区区

谷
　
　
　
町

鴨
　
川
　
信
　
司

西
谷
東
町

石
　
野
　
周
　
作

畑
　
町
　
１

藤
　
岡
　
武
　
雄

畑
　
町
　
２

河
　
原
　
季
　
清

畑
　
町
　
３

安
　
茂
　
孝
　
司

畑
　
町
　
４

青
　
木
　
　
　
清

窪
　
田
　
町

坪
　
木
　
茂
　
樹

吸
　
谷
　
町

中
　
尾
　
順
　
一

西
上
野
町

岡
　
　
　
俊
　
造

市
　
村
　
町

川
　
嶋
　
　
　
満

坂
元
町
１

後
　
藤
　
津
　
義

坂
元
町
２

川
　
嶋
　
秀
　
幸

福
居
町
１

藤
　
本
　
　
　
開

福
居
町
２

広
　
岡
　
竹
次
郎

福
居
町
３

喜
　
田
　
　
　
豊

福
居
町
４

黒
　
田
　
國
　
雄

谷
　
口
　
町

田
　
中
　
由
　
一

吉
　
野
　
町

福
　
永
　
芳
　
嗣

賀賀賀賀
茂茂茂茂
地地地地
区区区区

福
住
東
町

本
　
多
　
　
　
毅

福
住
西
町

安
　
田
　
良
　
宏

山
下
西
町

中
　
川
　
正
　
春

山
下
中
町

小
松
原
　
弘
　
一

山
下
東
町

荒
　
瀬
　
剛
　
始

西
横
田
町

中
　
根
　
昭
　
夫

東
横
田
町

中
　
井
　
正
　
義

鎮
　
岩
　
町

三
　
船
　
　
　
守

岸
　
呂
　
町

喜
　
谷
　
能
　
久

東
　
長
　
町

藤
　
中
　
敏
　
則

西
　
長
　
町

三
　
宅
　
秀
　
文

東
剣
坂
町

小
　
路
　
守
　
能

西
剣
坂
町

見
　
上
　
正
　
富

中
　
山
　
町

渡
　
辺
　
久
　
芳

大
　
柳
　
町

小
　
林
　
　
　
守

下下下下
里里里里
地地地地
区区区区

王
　
子
　
町

宮
　
永
　
忠
　
昭

戸
田
井
町

東
　
郷
　
　
　
勝

両
　
月
　
町

高
　
見
　
芳
　
行

大
　
村
　
町

後
　
藤
　
義
　
成

尾
　
崎
　
町

岩
　
崎
　
克
　
朗

段
　
下
　
町

栗
　
山
　
利
　
信

中
西
南
町

高
　
田
　
　
　
均

中
西
北
町

石
　
野
　
一
　
男

琵
琶
甲
町

村
　
上
　
正
　
喜

野
　
条
　
町

蓬
　
莱
　
　
　
薫

牛
　
居
　
町

前
　
田
　
知
十
司

上
野
田
町

中
　
川
　
康
　
巳

東
野
田
町

岩
　
崎
　
正
　
義

東
笠
原
町

友
　
井
　
　
　
操

西
笠
原
町

梅
　
野
　
　
　
肇

三
口
町
川
北

宮
　
永
　
　
　
洋

三
口
町
北
浦

森
　
井
　
友
　
祥

三
口
町
上
所

西
　
岡
　
洋
　
昭

坂
　
本
　
町

浅
　
見
　
　
　
健

倉
　
谷
　
町

後
　
藤
　
昭
　
正

千
ﾉ
沢
町

山
　
本
　
宏
　
雄

九九九九
会会会会
地地地地
区区区区

中
　
野
　
町

三
　
宅
　
喜
　
正

田
　
原
　
町

橋
　
爪
　
輝
　
馬

網
　
引
　
町

堀
　
井
　
　
　
肇

南
網
引
町

多
　
田
　
俊
　
成

栄
　
　
　
町

末
　
広
　
正
　
幸

桑
原
田
町

菅
　
野
　
　
　
收

繁
　
陽
　
町

山
　
端
　
重
　
實

繁
　
昌
　
町

亀
　
田
　
昭
　
義

上
宮
木
町

柿
　
本
　
高
　
毅

下
宮
木
村
町

深
　
田
　
康
　
雄

下
宮
木
町

澤
　
中
　
　
　
弘

鶉
野
上
町

佐
　
伯
　
　
　
豊

鶉
野
南
町

後
　
藤
　
　
　
博

鶉
野
中
町

山
　
崎
　
拓
　
也

富富富富
合合合合
地地地地
区区区区

都
　
染
　
町

仲
　
井
　
勝
　
美

別
府
西
町

高
　
見
　
日
出
男

別
府
中
町

西
　
村
　
敏
　
和

別
府
東
町

初
　
田
　
義
　
和

常
　
吉
　
町

藤
　
原
　
博
　
文

朝
　
妻
　
町

小
　
林
　
正
　
明

豊
　
倉
　
町

岩
　
佐
　
　
　
政

玉
　
野
　
町

西
　
浦
　
美
　
好

山
　
枝
　
町

山
　
田
　
豊
　
詞

玉
　
丘
　
町

清
　
水
　
春
　
美

青
野
原
町

丸
　
谷
　
明
　
正

多多多多
加加加加
野野野野
地地地地
区区区区

甲
和
泉
町

伊
　
藤
　
栄
　
三

乙
和
泉
町

桐
　
月
　
　
　
昇

河
　
内
　
町

高
　
見
　
正
　
昭

山
　
田
　
町

鈴
　
木
　
文
　
雄

野
　
上
　
町

内
　
藤
　
武
　
房

池
　
上
　
町

南
　
古
　
定
　
勝

西
野
々
町

北
　
田
　
昭
　
充

島
　
　
　
町

織
　
部
　
　
　
弘

満
　
久
　
町

原
　
田
　
義
　
隆

馬
渡
谷
町

遠
　
藤
　
　
　
孝

大
　
工
　
町

神
　
田
　
定
　
秀

鍛
治
屋
町

松
　
本
　
安
　
弘

油
　
谷
　
町

吉
　
田
　
義
　
明

田
　
谷
　
町

常
　
峰
　
八
　
郎

国
　
正
　
町

民
　
輪
　
吉
　
弘

小
印
南
町

片
　
岡
　
勝
　
士

青
　
野
　
町

繁
　
田
　
民
　
和

西西西西
在在在在
田田田田
地地地地
区区区区

上
若
井
町

小
　
篠
　
　
　
哲

下
若
井
町

柴
　
田
　
一
　
弘

大
　
内
　
町

藤
　
原
　
正
　
勝

下
道
山
町

大
　
西
　
正
　
義

上
道
山
町

高
　
井
　
正
　
信

下
万
願
寺
町

小
　
池
　
昭
　
広

上
万
願
寺
町

棟
　
広
　
勝
　
正

在在在在
田田田田
地地地地
区区区区

殿
　
原
　
町

友
　
重
　
博
　
臣

鴨
　
谷
　
町

金
　
沢
　
博
　
文

笹
　
倉
　
町

甘
　
中
　
義
　
幸

中
　
富
　
町

岩
　
国
　
明
　
義

越
　
水
　
町

藤
　
岡
　
昭
　
博

北
　
　
　
町

森
　
本
　
貞
　
清

別
　
所
　
町

西
　
脇
　
房
　
雄

佐
　
谷
　
町

高
　
見
　
昌
　
良

上
　
野
　
町

瀬
　
戸
　
秀
　
利

広
　
原
　
町

高
　
見
　
昭
　
宏

下
芥
田
町

黒
　
田
　
修
　
身

上
芥
田
町

生
　
澤
　
三
千
穂

農会長さん
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農
業
所
得
以
外
に
も
次
の
よ
う

な
所
得
が
あ
る
方
は
、
申
告
の
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
昨

年
一
年
間
の
収
入
を
も
う
一
度
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

�
農
地
や
空
き
地
を
駐
車
場
に
貸

し
た
と
き
の
収
入
。
ア
パ
ー
ト

や
貸
間
の
収
入
（
不
動
産
所
得
）

�
土
地
や
建
物
等
を
売
っ
た
収
入

（
譲
渡
所
得
）

�
生
命
保
険
契
約
等
の
一
時
金

（
一
時
所
得
）

【
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
確
定
申
告
】

次
の
よ
う
な
場
合
は
確
定
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

�
給
与
を
一
カ
所
か
ら
受
け
て
い

る
方
で
、
給
与
所
得
や
退
職
所

得
以
外
の
合
計
金
額
が
20
万
円

を
超
え
る
場
合
（
た
だ
し
20
万

円
以
下
の
場
合
は
、
市
県
民
税

の
申
告
が
必
要
）

�
平
成
10
年
中
の
給
与
の
収
入
金

額
が
２
千
万
円
を
超
え
る
場
合

※
医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得
等
特

別
控
除
な
ど
の
申
告
を
さ
れ
ま

す
と
所
得
税
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

申
告
書
の
書
き
方
な
ど
で
分
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
税
務

署
ま
た
は
市
の
申
告
会
場
で
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

社
税
務
署
個
人
課
税
部

門
（
電
話
０
７
９
５
│
42
│
０
２
２
３
）

平
成
11
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
住
所
が
あ
り
前
年
中
に
所
得

が
あ
っ
た
方
（
確
定
申
告
を
す
る

方
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
で
確
定
申

告
の
必
要
が
な
い
方
を
除
く
）
は

市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

特
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の

方
は
、
所
得
に
よ
っ
て
保
険
税
が

軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
は
３
月
15
日
（月）
ま
で
に
、

申
告
会
場
ま
た
は
市
税
務
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

市
役
所
税
務
課

（
電
話
42
│
８
７
１
２
）

所
得
税

市
県
民
税

◆申告に必ず持ってくるもの◆
①所得税または市県民税の申告書

（用紙が送付された方）
②源泉徴収票（給与所得がある方）
③所得の計算に必要な帳簿書類
④生命保険、損害保険等の支払証明
書、その他領収書
⑤印鑑（認印で可）
⑥通知があった方は通知書
※新たに振替納税を希望される方は、
金融機関名、預金の種類、口座番
号、通帳使用印も準備してください。

◆農業所得の申告に必要なもの◆
①平成10年中に大型農機具を購入し
た方は購入証明書
②カントリーの利用料および苗の購入証
明書
③近代化資金等の利息支払証明書
④加古川西部土地改良区事業負担金
（管理費含む）の領収書
⑤土地改良事業負担金の領収書

申申申申 告告告告 相相相相 談談談談 日日日日 程程程程 表表表表
区　　　分

申　告　相　談

出　張　相　談

所得税確定申告相談
（三者共同申告相談）
社税務署・社財務事務所・加西市

税理士等による
無料相談

（所得税確定申告相談）

月　　日

2月16日�～
3月15日�
但し、土曜・
日曜日は除く

2月25日�
2月26日�
3月 2日�
3月 3日�
3月 4日�
3月 5日�
3月 9日�
3月10日�
2月22日�
2月23日�
2月24日�
2月22日�
2月23日�
2月24日�
3月 3日�
3月 4日�
3月 5日�

場　　　所

加西市民会館
コミュニティセンター
3階　小ホール
��2460

加西市農協富田支店
〃　　賀茂支店
〃　　下里支店
〃　　九会支店
〃　　富合支店
〃　多加野支店
〃　　西在田支店
〃　　在田支店

時　　間

9：00～
16：00

9：00～
16：00

9：30～
16：00

9：30～
16：00

対　象　者

申告の必要な人

富田小学校区
賀茂　　〃
下里　　〃
九会　　〃
富合　　〃
日吉・宇仁　〃
西在田　〃
在田　　〃

対象者には、ハガ
キで通知します。

対象者には、ハガ
キで通知します。

備　　　　　考

出張相談の対象地区の人につい
ては、出張相談日は市民会館では
相談を受けることができません。

市職員が申告相談に応じます。

出張相談日以外は、市民会館で
相談を受けることができます。

税務署職員等が申告相談に応じま
す。ハガキで通知のない人でも確
定申告の相談に応じます。

税務署職員等が申告相談に応じま
す。ハガキで通知のない人でも確
定申告の相談に応じます。

加西市民会館
コミュニティセンター
3階　小ホール

加西商工会議所
3階　大会議室
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正
月
気
分
も
覚
め
や
ら
ぬ
一
月
八

日
夜
、
加
西
市
の
最
北
端
、
上
万
願

寺
町
に
あ
る
有
明
山
東
光
寺
に
お
い

て
県
民
俗
文
化
財
指
定
の
「
田
遊

び
・
鬼
会
（
お
に
え
）」
が
行
わ
れ
、

中
世
史
部
会
と
文
化
財
部
会
が
合

同
で
、
伝
統
あ
る
行
事
を
見
学
、
調

査
し
ま
し
た
。

農
耕
儀
礼
で
あ
る
「
田
遊
び
」、

悪
魔
払
い
の
「
鬼
会
」
は
、
生
活
習

慣
や
生
活
環
境
の
変
化
な
ど
か
ら
簡

略
化
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
県
下
で

も
珍
し
い
行
事
で
あ
り
、
昭
和
五
十

二
年
に
兵
庫
県
無
形
民
俗
文
化
財

と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

「
田
遊
び
」
と
い
う
呼
称
は
、
東
海
地

方
か
ら
関
東
で
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
近
畿
地
方
で
は
極
め
て
珍
し

い
も
の
で
す
。

東
光
寺
薬
師
堂
で
は
午
後
七
時
か

ら
「
田
遊
び・
鬼
会
」
が
行
わ
れ
た
が
、

こ
れ
に
先
立
ち
住
民
た
が
集
ま
っ
て

直
会
（
な
お
ら
い
）
を
開
き
こ
の
間
に

住
職
（
現
在
は
多
可
郡
八
千
代
町

大
和
、
楊
柳
寺
薬
王
院
の
住
職
が
兼

務
）
が
内
陣
に
お
い
て
読
経
し
ま
す
。

田
遊
び
は
、
苗
代
の
選
定
に
始
ま

り
収
穫
ま
で
の
様
子
を
、
セ
リ
フ
と

と
も
に
し
ぐ
さ
で
再
現
し
ま
す
。
鬼

会
は
、
赤
鬼
、
青
鬼
と
も
厄
年
の
人

か
ら
選
ば
れ
、
子
供
た
ち
が
鬼
の
後

ろ
か
ら
は
や
し
立
て
な
が
ら
鬼
は
外

陣
を
十
二
回
も
堂
々
巡
り
す
る
。
鬼

が
退
場
す
る
や
否
や
、
本
堂
の
格
子

戸
に
飾
っ
て
い
た
十
二
個
し
か
な

い
″鬼
の
花
″
を
奪
い
合
う
。
こ
の

花
を
持
ち
帰
る
と
厄
除
け
に
な
る
と

信
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
み
な
さ
ん
お
忙
し
い
中
に

も
か
か
わ
ら
ず
役
員
や
地
元
の
多
く

の
方
か
ら
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

思
わ
ぬ
成
果
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
現
地
調
査
を
行

う
予
定
で
す
の
で
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
奈
良
女
子
大
学
院
生
）

「田遊び・鬼会」行事を記録する中世史部
会の委員ら（上万願寺町、東光寺で）

室
町
時
代
か
ら
伝
承
か

東
光
寺
の
「
田
遊
び
」

中
世
市
史
部
会
委
員

家
　
塚
　
智
　
子

平
成
10
年
の
火
災
と
救
急
の
実

態
が
こ
の
程
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

火
災
発
生
件
数
は
、
39
件
（
前
年

比
11
件
減
）
損
害
額
５
１，
９
７
６

千
円
（
前
年
比
８，
１
３
２
千
円
減
）

と
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
救
急
出
場
件
数
は
、
１，

１
４
９
件
（
前
年
比
67
件
減
）
搬

送
人
員
１，
１
６
３
名
（
前
年
比
73

名
減
）
と
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

減
少
理
由
と
し
て
、
市
民
一
人

火
災
・
救
急
件
数
激
減

一
人
の
火
災
・
救
急
に
対
す
る
認

識
の
高
さ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
火
災
予
防
、
救

急
車
の
正
し
い
利
用
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

消
防
本
部
で
は
、
毎
月
第
４
日

曜
日
（
午
前
９
時
〜
正
午
）
に

「
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
心
肺

蘇
生
法
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
社
や
町
内
会
等
各
種

団
体
に
つ
い
て
も
受
付
け
て
い
ま

す
の
で
時
間
・
場
所
等
は
消
防
本

部
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

修
了
者
に
は
、
終
了
証
を
交
付

し
ま
す
。

応
急
手
当
を

覚
え
ま
し
ょ
う

ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
を
受

講
し
て
か
ら
３
年
を
経
過
さ
れ
た

方
は
、
救
命
技
能
を
維
持
向
上
す

る
た
め
に
再
講
習
を
受
講
し
て
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
加
西

市
消
防
本
部
（
電
話
42
│
0

1
1
9
）
警
防
課
救
急
係

3
月
1
日
（月）
か
ら

春
の
火
災
予
防
週
間

消
防
署
で
は
、
昨
年
12
月
に
完

成
し
た
消
防
庁
舎
展
示
コ
ー
ナ
ー

に
展
示
す
る
歴
史
的
骨
董
な
ど
消

防
機
材
（
ポ
ン
プ
・
ま
と
い
・
と

び
等
）
を
探
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
地
域
・
家
庭
で
ね
む

っ
て
い
る
消
防
機
材
が
あ
れ
ば
お

知
ら
せ
下
さ
い
。

（
担
当
・
消
防
本
部
企
画
係
）

ね
む
っ
て
い
る
防
災

資
材
は
あ
り
ま
せ
ん
か

新
消
防
庁
舎
の
完
成
を
記
念
し

加
西
市
防
火
協
会
（
能
瀬
弘
会
長
）

が
防
火
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
寄
贈
さ

れ
、
１
月
23
日
（土）
除
幕
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
青
銅

製
で
法
被
姿
に
拍
子
木
を
持
ち
火

の
用
心
を
呼
び
か
け
る
少
年
の
姿

を
表
し
て
い
ま
す
。

防
火
協
会
が

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
寄
贈

火の用心を呼びかける少年の像

消消消消防防防防署署署署かかかかららららののののおおおお知知知知ららららせせせせ



8

万
願
寺
川
中
流
左
岸
の
肥
沃
な

沖
積
地
に
古
く
か
ら
開
け
、
柿
ノ
坪
、

森
ケ
坪
、
前
田
坪
な
ど
古
図
を
見
て

も
、
１
町
規
模
の
区
画
で
条
理
制
の

遺
構
を
偲
ぶ
整
然
と
し
た
田
圃
た
ん
ぼ

と
加

西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
あ
る
町
、
中

富
町
区
長
田
中
徳の
り

幸ゆ
き

さ
ん
宅
を
伺
い

ま
し
た
。「
町
は
、
昭
和
30
年
代
終

わ
り
頃
か
ら
開
発
が
進
み
、
か
っ
て
の

ハ
リ
マ
繊
維
セ
ン
タ
ー
、
雇
用
促
進
住

宅
、
ゴ
ル
フ
場
、
49
年
に
は
中
国
自

動
車
道
が
町
の
真
ん
中
を
東
西
に
、

南
北
に
は
県
下
初
の
大
型
農
道
と
目

ま
ぐ
る
し
い
都
市
化
の
波
に
町
も
一

変
、
当
初
87
町
あ
っ
た
田
圃
も
67
町

と
少
な
く
な
っ
た
今
で
も
在
田
地
区

一
番
の
農
業
地
で
す
。
平
成
４
年
に

は
、
加
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
開
通

し
、
県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
、
い
こ
い

の
村
な
ど
へ
の
観
光
客
な
ど
、
１
日
３

７
０
０
台
の
車
の
利
用
が
あ
り
ま
す
。

町
の
行
事
は
、
春
２
月
３
日
の
節
分

祭
で
は
、
磯い
そ

部べ

神
社
で
五
穀
豊
穰
・

無
病
息
災
を
祈
願
し
て
各
家
よ
り
餅

を
二ふ
た

重か
さ

ね
か
、
三み

重か
さ

ね
ず
つ
持
ち
寄

り
、
厄
年
の
人
が
み
か
ん
を
奉
納
、

祈
願
の
あ
と
境
内
で
ま
き
、
秋
に
は

２
年
に
１
度
の
日
吉
神
社
の
大
祭
が

行
わ
れ
、
豊
作
を
願
っ
て
、
子
供
神

輿
と
一
緒
に
出
る
ん
で
す
よ
。
観
音

堂
夏
祭
り
の
８
月
17
日
に
は
、
播
州

音
頭
や
伝
統
の
バ
カ
音
頭
盆
踊
り
な

ど
夜
明
け
ま
で
踊
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

こ
数
年
は
取
り
や
め
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
１
月
16
日
に
、
老
人
会
と
小
学

生
と
の
ふ
れ
あ
い
学
級
で
は
、
１
２
０

年
前
の
明
治
時
代
か
ら
受
け
継
が

れ
、
古
く
は
盆
月
14
日
か
ら
17
日
ま

で
の
４
日
間
、
村
あ
げ
て
踊
り
、
夜

の
明
け
る
の
も
忘
れ
て
踊
っ
た
バ
カ
踊

り
を
子
供
た
ち
に
伝
承
す
る
た
め
、

延
寿
寺
の
運
動
場
と
公
民
館
前
の
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
ふ
れ
あ
い
の
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
婦
人
会
を
中
心
に
各
層
の
方
々
と

一
緒
に
な
っ
て
伝
え
復
活
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
ね
。」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
大
型
農
道
か
ら
県
道
に
な
り
交

通
量
も
増
え
る
な
か
、
街
角
の
交
差

点
に
は
、
老
人
会
の
方
が
、
花
いっ
ぱ

い
運
動
の
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
花

壇
が
ド
ラ
イ
バ
ー
の
目
を
和な
ご

ま
せ
て
く

れ
、
町
の
信
仰
を
集
め
る
延
寿
寺
に

は
、
幹
回
り
２
メ
ー
ト
ル
余
の
ふ
る
さ

と
の
樹
イ
チ
ョ
ウ
が
町
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
町
の
歴
史

を
見
つ
づ
け
て

い
ま
す
。「
町

中
の
道
路
は
、

非
常
に
狭
く
、

肩
を
寄
り
添

う
よ
う
に
家
々

が
建
ち
並
び
、

町
の
南
に
は
、

船ふ
な

岡お
か

と
い
う
小

集
落
が
あ
り
、

背
後
に
船
を
伏

し
た
よ
う
な

山
、
船
山
が
あ

り
、
そ
の
昔
は

こ
こ
ま
で
船
が

乗
り
つ
け
た
の

だ
と
か
・・
。
経
塚

き
ょ
う
づ
か
、
廻
り
塚
な
ど
の

古
墳
や
寺
社
に
因ち
な

ん
だ
池
な
ど
が
点

在
し
、
上
鴨
の
里
と
し
て
栄
え
て
い

た
ん
で
す
よ
」
と
教
え
て
い
た
だ
き
、

「
今
年
か
ら
集
落
排
水
事
業
の
工
事

が
始
ま
り
都
市
化
が
進
む
な
か
、
市

の
玄
関
口
と
し
て
ま
す
ま
す
発
展
す

る
す
ば
ら
し
い
町
に
し
た
い
で
す
ね
」

と
に
こ
や
か
に
語
ら
れ
ま
し
た
。

早
春
の
風
に
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

の
槌
音
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
町
の

息
吹
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

ふり返って初めて気づくふるさとの
あたたかさ、新しい発見

あなたのまちをつれづれ紀行

中富町区長の
田中さん

空から見る中富町

まちの数字 170世帯　654人
（男317人・女337人）

次回は越水町の予定です。

都
市
化
の
波
と
歴
史
が

共
存
す
る
ま
ち

節分祭でのもちまき



9

去
る
１
月
14
日
、
読
売
テ
レ
ビ
放

送
（株）
24
時
間
テ
レ
ビ
「
愛
は
地
球
を

救
う
」
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
委
員
会
よ
り
、

車
イ
ス
の
ま
ま
乗
り
降
り
で
き
る
リ

フ
ト
付
き
小
型
バ
ス
（
７
人
乗
り
内
２
台

車
イ
ス
）
を
寄
贈
し
て
頂
き
ま
し
た
。

「「「「
かかかか
たたたた
つつつつ
むむむむ
りりりり
号号号号
ⅡⅡⅡⅡ
」」」」
デデデデ
ビビビビ
ュュュュ
ーーーー

１月14日（木）、加西署と加西消防本
部は消防署旧庁舎を使い合同総合訓練
を行いました。２人組みの銀行強盗が人
質をとり旧庁舎に立てこもった想定で、エ
ンジンカッターやチェーンソーを使い壁を破
って犯人を逮捕。日頃の訓練の成果を
発揮しました。

中植さん（泉中）、岸本さん（下里小）が入賞

第48回「社会を明るくする運動」の兵
庫県実施委員会による作文コンテストで泉
中３年の中植亜由美さんが優秀賞（題
「“明るい社会”のためには」）、下里小６
年の岸本良子さん（題「笑顔で前進を」）
が佳作にそれぞれ入賞しました。

社会を明るくする作文コンテスト

関心のある方はご参加を!
問合先は中央公民館

加西市の豊かな歴史文化を訪れた
方にガイドボランティアができるよ
うに、平成９・10年度の２ヵ年でガ
イド実習も含め17回にわたって学習
し、１月16日に修了証書が渡されま
した。11年度もガイドボランティア
養成講座生を募集します。

歴史街道ガイドボランティア16名が誕生!

銀行強盗を想定、消防・警察が連携プレー

ぼ
く
の
夢

賀
茂
小
学
校
六
年

中
井
　
孝
暢
く
ん

ぼ
く
の
夢
は
、
サ
ッ
カ
ー

選
手
に
な
る
こ
と
で
す
。
ゴ

ー
ル
に
ボ
ン
ボ
ン
シ
ュ
ー
ト

を
決
め
る
目
立
つ
選
手
に
な

り
た
い
。
そ
し
て
、
日
本
代

表
に
な
り
、
世
界
で
も
通
用

す
る
シ
ュ
ー
ト
を
う
ち
ま
く

り
、
得
点
王
に
選
ば
れ
た
い
。

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
も
大
い

に
貢
献
し
た
い
。
そ
の
た
め

に
も
、
ま
ず
、
加
西
選
抜
で

腕
を
み
が
き
、
活
躍
し
た
い
。

みんなで市民憲章を朗読しま
した。

１月15日（金）市民会館で、新成人
の晴れの門出を祝う「加西市成人式」
に630人が参加、新成人代表の谷口博
邦さん（繁昌町）が「ふるさと加西
のために貢献できる人間になりたい」
と誓い、みんなで大人としての誇り
と自覚を認識しました。

加西市成人式

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
で
は
、
平
成
元

年
に
同
委
員
会
よ
り
頂
い
た
リ
フ
ト

車
（
か
た
つ
む
り
号
）
と
そ
の
後
購

入
し
た
軽
リ
フ
ト
車
（
か
た
つ
む
り

号
ジ
ュニ
ア
）
の
２
台
を
運
行
し
て
い

ま
し
た
が
、
利
用
者
の
増
加
と
老
朽

化
の
た
め
、
昨
年
度
か
ら
同
委
員
会

に
申
し
込
み
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
今

回
の
寄
贈
が
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
リ
フ
ト
車
は
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
で

操
作
が
で
き
、
利
用
者
も
運
転
者
も

と
て
も
楽
ち
ん
で
す
。「
か
た
つ
む
り

号
Ⅱ
」
の
愛
称
で
他
２
台
と
共
に
、

市
内
の
車
イ
ス
使
用
者
の
足
と
し
て

走
り
始
め
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
福
祉
会

館
内
　
加
西
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

「
か
た
つ
む
り
の
家
」（
電
話
43
│
０

３
６
１
）
ま
で
。

愛
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

加
西
で
生
ま
れ
加
西
か
ら
広
が
る
日
本
の
新
し
い
文
芸

型
に
と
ら
わ
れ
ず
自
由
に
心
の
ま
ま
を
表
現
す
る

訓練には加西署員29人、消
防署員12人が参加

左が中植さん、右が岸本さん

とても使い易い「かたつむり号Ⅱ」

白
い
花
の
叢
生
ふ
る
え
て
い
る
俺
の
十
指

ひ
と
り
が
欠
け
る
と
孫
に
も
仕
事
あ
っ
て

日
々

重
い
重
い
十
字
架
を
背
負
い
足
泥
に
つ
か
っ
て
い
る

濁
流
の
小
魚
達
こ
の
岩
の
陰
に
避
難
し
て
い
る
か

回
転
ド
ア
か
ら
ど
う
し
て
も
出
ら
れ
な
い

太
い
ズ
ボ
ン
は
い
て
い
る

笑
い
に
紛
ら
せ
た
風

だ
ん
だ
ん
闇
が
深
く
な
る

少
し
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
月
が
こ
っ
ち
を
見
て
い
る

金
米
糖
　
甘
さ
が
棘
持
っ
て
い
る
歳
月
で
あ
る

山
本
二
昭

辻
　
美
沙

藤
本
　
肇

荻
野
　
享

い
し
だ
實

岡
　
夕
花

石
井
和
子

井
塚
理
人
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小
谷
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
鎌
倉

時
代
（
約
七
百
年
前
）
の
素
掘
り

の
井
戸
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
井

戸
内
の
土
を
掘
り
あ
げ
る
と
、
井

戸
の
底
か
ら
完
全
な
形
の
壷
が
二

点
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
壷
は
備
前

焼
と
丹
波
焼
（
中
世
の
こ
れ
ら
の

陶
器
は
古
備
前
、
古
丹
波
と
呼
ば

れ
、
全
国
的
に
も
数
少
な
い
貴
重

な
出
土
品
で
す
。）
で
、
井
戸
を
造

っ
た
当
初
に
意
図
的
に
井
戸
底
に

い
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

当
時
、
こ
の
よ
う
に
井
戸
の
中

に
容
器
を
沈
め
る
こ
と
は
、
水
神

に
た
い
す
る
祭
祀
と
し
て
、
井
戸

始
め
や
井
戸
さ
ら
え
後
な
ど
に
行

な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
特
に

川
の
水
量
に
乏
し
い
当
地
域
で
は

渇
水
に
苦
し
み
、
湧
水
の
祈
願
も

切
実
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

70

小
谷
遺
跡
…
北
条
町
小
谷

当
時
も
水
不
足
、
湧ゆ

う

水す
い

祈き

願が
ん

の
壷
か
？

鎌
倉
時
代
の
井
戸
か
ら
古こ

備び

前ぜ
ん

、
古こ

丹た
ん

波ば

の
壷
二
点
発
見
!

同和教育
シリーズ

1. 学校で
今、学校では、子どもたちみんなが、生き

る喜びや学ぶ喜びを実感できる学校づくりをめ
ざして、「生きる力を育む教育」、「心の教育」
を推進しようとしています。そして、家庭や地
域社会の協力を得ながら、子どもたちの思い
をしっかりと受け止め、支えあい、助け合える
学校づくり、クラスづくりに取り組んでいます。
しかし、不登校の子どもたちが増え続けて

いるのも事実です。昨年度に「学校嫌い」が
理由で30日以上欠席した、いわゆる不登校の
小中学生が全国で10万人を超えたことが新聞
で報じられています。
学校に行けば誰かがいてくれるという安心

感、話せばそれに応えてくれるという先生や友
達がいるという信頼感でつながれてこそ、子ど
もたちは心の居場所を見つけ、生きているとい
う実感を得るのだと思います。
子どもたちが生き生きと過ごし、楽しく学ぶ

ことができる学校づくりは、先生と子どもたち、
そして家族のみんなが手をたずさえ、心をかよ
わせ、お互いに責任を引き受けあう関係を築
くことからはじまるのではないでしょうか。

つなごう 子どもの心 大人の心

1. 小谷遺跡　　2. 小谷城跡

井戸底の古備前、古丹波

http://www.sannet.ne.jp/kasaiedu  加西市教育委員会　　http://www.justnet.or.jp/home/izumijhs  泉中学校

家
庭
の
在
り
方
を

問
い
直
そ
う

北北北北
条条条条
中中中中
学学学学
校校校校

昨
今
の
青
少
年
に

よ
る
凶
悪
事
件
、
薬

物
の
乱
用
、
い
じ
め
や
性
を
め
ぐ

る
問
題
、
学
校
不
適
応
生
徒
の
増

加
等
、
青
少
年
が
直
面
し
て
い
る

問
題
は
極
め
て
深
刻
で
す
。
こ
の

問
題
は
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
の
問

題
で
な
く
、
社
会
全
体
の
在
り
方

が
問
わ
れ
て
い
る
問

題
で
す
。
子
ど
も
を

取
り
巻
く
全
て
の

人
々
が
、
意
識
改
革

を
含
め
て
、
子
ど
も

と
の
か
か
わ
り
方
を

見
直
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

●
朝
の
「
お
は
よ
う
」
か
ら
始
め

て
礼
儀
を
身
に
つ
け
さ
せ
よ
う
。

毎
日
き
ち
ん
と
親
や
周
囲
の

人
々
に
声
を
出
し
て
あ
い
さ
つ

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
子
ど
も
に
我
慢
を
覚
え
さ
せ
よ

う
。安

易
に
モ
ノ
を
買
い
与
え
る

と
、
努
力
や
我
慢
を
忘
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
モ
ノ

や
高
価
な
モ
ノ
を
買
い
与
え
す

ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
子
ど
も
の
部
屋
を
閉
ざ
さ
な
い

よ
う
に
し
よ
う
。

親
が
子
ど
も
部
屋
の
様
子
を

し
っ
か
り
把
握
で
き
る
よ
う
、

鍵
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

●
制
限
な
し
に
テ
レ
ビ
や
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
に
浸
ら
な
い
よ
う
に
し

よ
う
。

家
庭
で
テ
レ
ビ
を
見
る
時
間

等
に
つ
い
て
ル

ー
ル
を
設
け
る

よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、

極
端
に
暴
力
的

な
場
面
、
露
骨

な
性
的
描
写
や

人
権
を
軽
ん
ず

る
内
容
は
親
の
判
断
で
子
ど
も

に
見
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

●
自
然
の
中
で
伸
び
や
か
に
遊
ば

せ
よ
う
。

友
達
と
の
遊
び
は
心
の
成
長

に
大
変
重
要
で
す
。
伸
び
伸
び

と
遊
ば
せ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

自
然
の
中
で
伸
び
や
か
に
遊
び

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
楽
し
さ

に
気
づ
か
せ
ま
し
ょ
う
。



11

慣
病
は
多
く
の
疾
患
又
は
病
態
を
含
み
ま
す

が
、
食
習
慣
に
関
し
て
糖
尿
病
（
Ⅱ
型
糖
尿

病
）、
高
脂
血
症
、
高
血
圧
症
、
高
尿
酸
血

症
、
大
腸
癌
、
歯
周
病
や
肥
満
が
、
運
動
習

慣
に
関
連
し
て
は
、
糖
尿
病
や
高
脂
血
症
、

高
血
圧
、
肥
満
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
又
喫

煙
習
慣
は
肺
癌
を
含
む
呼
吸
器
疾
患
お
よ
び

心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
を
代
表
す
る
虚
血
性
心

疾
患
の
発
症
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

う
ち
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
等
は

直
接
死
亡
に
結
び
つ
く
脳
心
血
管
病
の
危
険

因
子
と
な
る
疾
患
で
す
。

平
成
９
年
度
市
立
加
西
病
院
の
一
泊
人
間

ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
た
３
８
５
人
（
男
性

89
％
、
女
性
11
％
）（
40
歳
代
39
％
、
50
歳

代
37
％
、
60
歳
代
11
％
）
に
つ
い
て
異
常
所
見

の
保
有
す
る
頻
度
を
調
査
し
た
結
果
、
＋

11
％
以
上
の
肥
満
42
％
、
高
脂
血
症
42
％
、

糖
尿
病
を
含
む
耐
糖
能
異
常
34
％
、
脂
肪
肝

（
成
因
が
肥
満
、
高
ト
リ
グ
リ
セ
ラ
イ
ド
血
症
、

運
動
不
足
、
ア
ル
コ
ー
ル
多
飲
等
に
関
係
）

30
％
、
高
血
圧
18
％
で
し
た
。
こ
れ
ら
は
す
べ

て
動
脈
硬
化
症
の
危
険
因
子
で
す
。
癌
の
発

見
は
４
名
で
し
た
。

癌
の
早
期
発
見
は
言
う
に
及
び
ま
せ
ん
が
、

生
活
習
慣
病
（
危
険
因
子
）
を
ど
の
程
度
保

有
し
て
い
る
か
認
識
し
、
生
活
習
慣
を
改
善

す
る
た
め
に
、
人
間
ド
ッ
ク
や
成
人
病
予
防
健

診
の
利
用
を
お
薦
め
し
ま
す
。

厚
生
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
日
本
人
の
疾

患
別
死
亡
順
位
の
一
位
は
悪
性
新
生
物
（
主

と
し
て
癌
）
で
あ
り
、
二
位
が
脳
血
管
疾
患

で
、
三
位
が
わ
ず
か
に
お
く
れ
て
心
臓
病
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
二
位
と
三
位
の
数
を

合
計
す
れ
ば
、
一
位
の
悪
性
新
生
物
の
数
を

は
る
か
に
上
回
り
ま
す
。
脳
血
管
疾
患
も
心

臓
病
も
そ
の
基
に
な
る
病
態
は
動
脈
硬
化
症

で
あ
り
人
は
血
管
と
共
に
老
い
、
臓
器
障
害

を
生
じ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

最
近
、
生
活
習
慣
病
と
い
う
言
葉
を
よ
く

耳
に
し
ま
す
。
昭
和
30
年
代
以
降
、
成
人
病

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成

８
年
12
月
よ
り
こ
れ
に
変
わ
っ
て
生
活
習
慣
病

が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
生
活
習

市立加西病院

副院長

古田　　豊

生
活
習
慣
病
と
人
間
ド
ッ
ク

││
飽
食
と
運
動
不
足
へ
の
警
告
││

総入れ歯でも磨かないと、歯
垢・歯石がつきます。その結果
①粘膜がただれ入れ歯が合わな
くなる②口臭③味がわからなく
なる等食生活に支障をきたしま
す。そこで毎食後、はずした入
れ歯と歯ぐきのブラッシングの
習慣を、又検診も忘れずに!

（加西市歯科衛生士会）

入れ歯の手入れもしっかりと

月 の
わ
が
家
の
健
康
メ
ニ
ュ
ー

今
〈作り方（4人分）〉
①鶏ひき肉（300g）、塩（小1/2）、酒（大１）、しょ
うが汁（小１）、片栗粉（大２）を混ぜよく練る。

②干ししいたけ（５～6枚）は水につけてもどし、１
口大に切る。
③白菜（1/2株）は約５cm長さに切り、固い部分は
そぎ切りにする。
④土鍋に油（大２）を入れ、白菜をさっといためる。
スープ（水＋しいたけの戻し汁カップ４）、ブイヨン
チキンポーク味（小１）としいたけを加え沸騰させ
①の鶏ひき肉を３cmのボールにして入れる。しょう
ゆ（大２）、砂糖（小１～２）、酒（大１）で調味
し、好みの煮込み加減で火を止める。

〈シェフから一言〉
副々菜には、緑黄色野菜・海
草をつかったもう一品の工夫
をしましょう。又おいしいからと
食べ過ぎにも注意しましょう。

い
ず
み
会
会
員
（
北
条
町
古
坂
２
丁
目
）

田
嶋
　
秀
子
さ
ん

昨年（平成９年）の町ぐるみ検診を受けた
56歳女性のＫさんは、１ヶ月後に返ってくる基
本健診の結果で、肥満率90％以上、糖尿病
を調べる検査の血糖値が114mg/dlヘモグロ
ビンAicが6.1％と要注意の判定でした。
Ｋさんは太っていることは自覚していました
が、血糖値に異常があったことに驚き、又、
太りすぎは糖尿病のひきがねになり、糖尿病
が進行すると目が見えなくなるとふと頭に浮か
び、体重を減らさないといけないと思いました。
そこで、Ｋさんは、毎日の生活の見直しと
検査値が要注意となった原因をみつけるため
加西市で実施した教室に参加されました。
そして、嗜好品（ビール・酒）や間食（ジ
ュース・甘い物）でとるエネルギーが多いこと、
生活の中に運動習慣がないことが、生活アン
ケートを記入したり、栄養士や運動指導員や
保健婦の話を聞いてわかりました。
Ｋさんは、それからというもの、アルコール・
ジュースをお茶に変え、間食を１日３回から１
回に、おかずに入れる砂糖も減らし、又、毎
日20分～30分歩くように努力されました。
そして今年の検診の結果全てA判定、体
重も4.2kg減少し肩こりがなくなりました。
Kさんがこれほどがんばれたのは、教室の

仲間と共に血糖値改善と体重減少を目標に
毎回測定する自分の体重を指標に励ましあ
ったからだと言われました。
自分の生活習慣を変えるための方法には、

同じ悩みを持つ仲間が集まる教室などにも参
加し、簡単な目標を持って頑張っていくと、
改善しやすく、又、継続しやすいのです。
そのような機会があれば積極的に参加しま

しょう。

糖尿病予備軍のあなたへ
糖尿病へ進まないための方法
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日
　
時

３
月
28
日
（日）
午
前
９
時

20
分
よ
り
（
小
雨
決
行
）

日
　
程

�
受
付
　
午
前
９
時
20
分
〜

９
時
40
分

場
　
所

い
こ
い
の
村
は
り
ま
　

芝
生
広
場
（
笹
倉
町
）

参
加
費

個
人
５
０
０
円
（
中
学

生
以
下
３
０
０
円
／
組
）

グ
ル
ー
プ
５
０
０
円
（
小
・
中
学

生
組
３
０
０
円
／
組
）

※
当
日
受
付
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

申
込
み
〈
方
法
〉
官
製
ハ
ガ
キ

で
、
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・
年

齢
（
学
年
）
電
話
番
号
・
出
場
ク

ラ
ス
名
・
チ
ー
ム
人
数
を
記
入
の

う
え
下
記
ま
で
。

〈
宛
先
〉
〒
６
７
５
│
２
３
９
５

加
西
市
北
条
町
横
尾
１
０
０
０

加
西
市
教
育
委
員
会
体
育
保
健
課

Ｏ
Ｌ
係

〈
期
日
〉
３
月
25
日
（木）
ま
で
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
（
若
干
の
当
日

参
加
も
受
け
付
け
ま
す
）

春
一
番
!
歩
い
て
走
っ
て

加
西
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会

問
合
先

加
西
市
教
育
委
員
会
体

育
保
健
課
（
電
話
42
│
８
７
７
３
）

当
日
の
問
い
合
わ
せ

加
西
市
役

所
（
電
話
42
│
１
１
１
０
）、
加
西

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
（
電
話
47
│

１
４
２
０
）
午
前
８
時
30
分
以
降

「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
が

施
行
さ
れ
る
な
か
で
、
資
源
循
環

型
社
会
の
形
成
に
向
け
市
民
、
事

業
者
、
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
に

協
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

そ
こ
で
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
自

ら
の
生
活
様
式
を
見
直
し
、
環
境
に

や
さ
し
い
く
ら
し
を
実
行
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

日
　
時

２
月
28
日
（日）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

場
　
所

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

内
　
容

〈
基
調
講
演
〉「
地
球
に
や
さ
し
い

暮
ら
し
を
わ
た
し
た
ち
か
ら
」

ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
加
西
大
会

講
　
師
「
環
境
市
民
」、「
京
都

市
ご
み
減
量
推
進
会
議
」

理
事
　

本
育
生
氏

〈
寸
　
劇
〉「
身
近
な
こ
と
か
ら
は

じ
め
よ
う
」

〈
催
し
物
〉
文
化
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

●
環
境
に
や
さ
し
い
商
品
の
展
示

紹
介

●
各
事
業
所
に
お
け
る
環
境
保
護

取
り
組
み
製
品
・
パ
ネ
ル
展
示

●
廃
棄
物
減
量
・
再
資
源
化
啓
発

用
パ
ネ
ル

●
小
学
生
の
ご
み
減
量
ポ
ス
タ
ー

展
示
（
入
選
作
品
）

●
ご
み
減
量
機
器
展
示

主
　
催

加
西
市
・
加
西
市
ご
み

減
量
化
促
進
対
策
協
議
会
・
生
活

協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ

自
分
が
所
有
す
る
固
定
資
産
の

価
格
や
税
額
を
知
り
た
い
方
は
、

そ
れ
ら
が
記
載
さ
れ
て
い
る
固
定

資
産
課
税
台
帳
（
名
寄
帳
）
を
縦

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間

３
月
１
日
（月）
〜
23
日

（火）
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

縦
覧
場
所

市
役
所
２
階
税
務
課

固
定
資
産
税
台
帳
の

縦
覧

問
合
先

税
務
課

（
電
話
42
│
８
７
１
３
）

平
成
10
年
度
固
定
資
産
税
第
４

期
分
、
国
民
健
康
保
険
税
第
５
期

分
の
納
期
限
は
３
月
１
日
（月）
で
す
。

納
期
内
完
納
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
先

税
務
課
（
電
話
42
│
８

７
１
２
、
８
７
１
３
）

日
　
時

３
月
14
日
（日）

午
後
１
時
30
分
〜

場
　
所

市
民
会
館
　
文
化
ホ
ー

ル出
　
演

さ
る
び
あ
っ
子
・
さ
る

び
あ
っ
子
ジ
ュ
ニ
ア
・
混
声
合
唱

団
ヴ
ォ
ル
ケ
（
賛
助
出
演
）

入
場
料

無
料
（
入
場
整
理
券
）

問
合
先

加
西
児
童
合
唱
団
事
務

局
（
電
話
42
│
０
１
６
０
）

経
済
的
な
理
由
で
就
学
困
難
な

小
・
中
学
生
の
保
護
者
に
、
次
の

援
助
を
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

小
・
中
学
生
の
保
護
者
へ

就
学
援
助
を
行
い
ま
す

第
17
回
加
西
児
童

合
唱
団
定
期
演
奏
会

納
期
限
は
3
月
1
日
�

固
定
資
産
税
・
国
保
税

先月南米コロンビアで発生し
た地震に対する救援金を下記
の口座へお願いします。
郵便振替口座（※手数料無料）
名　義 「日本赤十字社」
番　号 00110－2－5606
問合先 社会福祉課地域福祉係

（��8725）

コロンビア地震救援金のお願い
A信販とクレジット契約をした後、販売

店からB信販に変えてほしいと頼まれ、B
信販と契約した。A信販のは取り消してあ
ると思っていたのに、後日両方から請求を
受け販売店に連絡したが、倒産していた。
クレジットの二重契約をさせられたよう

ですね。信販会社からの契約確認の電話
に「ハイ」と答えた時点で、代金は信販

会社から販売店に支払い済みです。信販
会社は当然消費者に請求してきます。
クレジット契約は一度結ぶと変更するこ
とはできません。販売店が「商品を渡さな
い」「契約の組み直しを求める」時は、気
をつけましょう。
■消費生活相談窓口（毎週火曜日午前9時
～午後4時、市役所2階電話42-8739）

消費生活相談Q&A 「クレジットの2重請求に注意!!!!」
Ｑ

Ａ

ハナサク
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〈ママの一言〉
動物が大好きで馬やラクダに乗るのが得意です。将来の夢は「お月さまのウ

サギと一緒にもちつきをすること!」この頃は、毎日お父さんに「スキーに連れ
て行ってー」とおねだりをしています。（パパ・哲馬さん ママ・かおりさん）

亀田まなみちゃん（繁昌町）
3歳

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）
３月２日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室
■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）
３月２日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室
■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）
２月18日（木）北部公民館・３月４日（木）健康福祉会館
３月11日（木）農村環境改善センター・３月18日（木）北部公民館

時間はいずれも午後１時30分～午後４時
■法律相談
２月25日（木）健康福祉会館　受付は午前９時30分～正午
■市民相談
月～金曜日午前８時30分～午後４時　市役所１階市民相談係

■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）
毎週火曜日午前９時～午後５時　市役所２階環境課

相相相相 談談談談

乳乳乳乳幼幼幼幼児児児児健健健健診診診診

休休休休日日日日ののののおおおお医医医医者者者者ささささんんんん

■2カ月児（先天性股関節脱臼）健診 （受付時間）

平成10年12月生れの乳児 ２月23日（火） 午後１時～２時
■4カ月児健診
平成10年10月生れの乳児 ３月３日（水） 午後１時～２時
■1歳6カ月児健康診査
平成９年９月生れの幼児 ３月９日（火） 午後１時～２時
■3歳児健康診査
平成７年９月生れの幼児 ３月16日（火） 午後１時～２時
■乳幼児保健相談
希望者 ３月10日（水） 午後１時～２時
■離乳食講習会（約2時間の予定）
３～５カ月児の保護者 ３月10日（水） 午後１時～１時30分

※上記、いずれも健康増進センターで行います。
■歯科保健相談
希望者　３月10日（水）保健所 午後１時～２時
母子健康手帳・筆記用具を持ってきて下さい。

2月21日（日） 西村医院 （中野町・電話49－0001）
28日（日） 小野寺医院 （王子町・電話48－3737）

3月 7日（日） 三宅医院 （中野町・電話49－0067）
14日（日） 田仲クリニック （北条町・電話42－4950）
21日（日） 小橋医院 （北条町・電話42－0412）
22日（月） 安積医院 （西剣坂町・電話46－0361）

■ 妊婦教室と母子健康手帳の交付
３月18日（木）・４月15日（木）健康増進センター
受付は午前９時～９時半（講習は２時間程度）
印かん・筆記用具を持ってきてください。
■問合先 健康福祉課（電話42－８７２８）

※変更になることがありますので、お確かめください。

新　着　書

さ
い
。

内
　
容

学
校
で
必
要
な
費
用
の

一
部
（
例
…
学
用
品
・
学
校
給

食
・
修
学
旅
行
費
な
ど
）

手
続
き

２
月
中
旬
に
各
学
校
か

ら
配
布
さ
れ
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
４
月
に
入
学
さ
れ
る
方

に
は
、
入
学
時
に
配
布
し
ま
す
の

で
、
入
学
後
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

申
込
先

学
校
教
育
課

（
電
話
42
│
８
７
７
１
）

業
　
務

図
書
館
業
務
の
補
助

臨
時
職
員
募
集

〔おはなし会〕
3月13日（土）
（午後2時から30分程度）

〔休館日〕
月曜日
2月20日�

月光の東（宮本　輝著）
隠岐伝説殺人事件（内田康夫著）
兄弟（なかにし 礼著）
帰らざる故国（牧南恭子著）
一億円もらったら（赤川次郎著）
イスタンブールの闇（ 樹のぶ子著）
いつか海に消え行く（北方謙三著）
暗殺の城（津本　陽著）

市市市市立立立立図図図図書書書書館館館館だだだだよよよよりりりり

募
集
条
件

学
生
（
短
大
・
大
学
）

募
集
人
員

２
名

期
　
間

平
成
11
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
12
年
３
月
31
日
ま
で
の

土
・
日
曜
日
の
み
（
月
３
〜
５
日

程
度
）

勤
務
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５

時
35
分

賃
　
金

時
給
９
７
０
円

受
付
期
間
等

２
月
21
日
（日）
か
ら

２
月
28
日
�
ま
で
（
月
曜
日
を
除

く
）
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
ま
で

※
本
人
が
履
歴
書
持
参
の
こ
と

問
合
先

加
西
市
立
図
書
館

（
電
話
42
│
３
７
２
２
）

「
介
護
認
定
申
請
書
」
を
市
役
所
の
「
あ
っ
た
か
相
談
窓
口
」
に

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
平
成
11
年
10
月
か
ら
始
ま
る
予
定
）

申
請
は
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
介

護
支
援
事
業
者
に
手
続
き
を
代
行
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
申
請
し
て
い
た
だ
く
と
次
の
流
れ
に
な
り
ま
す
。

問
合
先

高
年
福
祉
課
（
電
話
42
│
８
７
８
８
）

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は

ど
う
す
る
の
で
す
か
？

����������
����������
����������

質
問

そそ
のの
44

お
答
え

申
請

�
訪
問
調
査

�
か
か
り
つ
け
医
の
意
見
書

�
要
介
護
認
定

�
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成

�
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
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平
成
10
年
度
公
共
事
業
再
評
価

の
対
象
と
な
っ
た
公
共
下
水
道
事

業
の
再
評
価
結
果
を
縦
覧
し
ま
す
。

期
　
間

２
月
18
日
（木）
〜３

月
４
日
（木）

（
土
日
を
除
く
執
務
時
間
内
）

縦
覧
場
所

下
水
道
部
公
共
下
水

道
課
（
市
役
所
４
階
）

問
合
先

公
共
下
水
道
課

（
電
話
42
│
８
７
６
０
）

加
西
市
水
道
事
業
所
跡
地
を
次

の
要
領
で
一
般
競
争
入
札
に
付
し

ま
す
。

土
　
地

加
西
市
北
条
町
北
条
３

０
６
番
地
の
５
及
び
３
７
５
番
地
の
３

の
２
筆
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
総
面

積
６
６
６
・
２
４
平
方
メ
ー
ト
ル
を
一

括
売
却
し
ま
す
。（
右
下
図
参
照
）

閲
　
覧

日
時
　
２
月
15
日
（月）
〜

２
月
26
日
（金）
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
10
分
（
土
・
日
曜
、
祝
日

水
道
事
業
所
跡
地
を

売
却
し
ま
す

公
共
下
水
道
事
業

再
評
価
結
果
を
縦
覧

は
除
く
）

場
　
所

水
道
事
業
所

説
明
会

日
時

３
月
３
日
（水）
午

後
２
時
　
場
所

加
西
市
水
道
事

業
所
　
２
階
会
議
室

参
加
申
込

３
月
２
日
（火）
（
必
着
）

ま
で
に
、
参
加
申
込
書
ま
た
は
は

が
き
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
は
説
明
会
参
加
が
必
要
で
す
。

問
合
先

水
道
事
業
所
管
理
課

（
電
話
42
│
８
７
９
６
）

売
却
す
る
土
地

〈
所
在
地
〉
加
西
市
北
条
町
古
坂
字

吉
本
１
３
８
１
番

〈
地
　
目
〉
宅
地

市
有
財
産
を

売
却
し
ま
す

〈
面
　
積
〉
３
０
１・７
６
平
方
メ
ー
ト
ル

売
却
の
方
法
　
一
般
競
争
入
札

入
札
に
参
加
で
き
る
者

禁
治
産
者
、
準
禁
治
産
者
お
よ

び
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
者
以

外
の
者

入
札
に
関
す
る
事
項
の
告
示

２
月
22
日
付
け
で
市
役
所
に
告

示
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認
し

て
説
明
会
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

説
明
会

〈
日
時
〉
３
月
12
日
（金）
午
前
10
時

〈
場
所
〉
市
役
所
４
階
入
札
室

入
札
期
日

〈
日
時
〉
３
月
17
日
（水）
午
前
10
時

〈
場
所
〉
市
役
所
４
階
入
札
室

問
合
先

総
務
部
管
財
課

（
電
話
42
│
８
７
０
４
）

市
で
は
、
平
成
10
・
11
年
度
建

設
工
事
、
測
量
等
（
測
量
、
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
）、
物
品
の
製

造
・
買
入
れ
等
（
物
品
の
製
造
、

買
入
れ
、
売
払
い
、
役
務
提
供
等
）

に
か
か
る
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
の
補
充
受
付
を
次
の
要
領
に
よ

り
行
な
い
ま
す
。

受
付
期
間

３
月
１
日
（月）
〜
３
月

10
日
（水）
（
但
し
、
土
・
日
曜
日
は

入
札
参
加
の
補
充
受
付

に
つ
い
て

除
く
）

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４

時
（
但
し
、
正
午
〜
午
後
１
時
は

除
く
）

受
付
場
所

総
務
部
管
財
課
（
市

役
所
３
階
）

申
請
様
式

①
建
設
工
事

（ア）
建
設
省
統
一
様
式

（イ）
建
設
業
退
職
金
共
済
組
合
加

入
証
明
書
の
写
し

（ウ）
市
税
、
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
納
税
証
明
書

市
内
業
者
の
み

（エ）
営
業
内
容
報
告
書
（
市
指
定
用
紙
）

市
内
業
者
の
み

（オ）
商
業
登
記
簿
謄
本
（
法
人
の

場
合
）
市
内
業
者
の
み

（カ）
身
分
証
明
書
（
個
人
の
場
合
）

市
内
業
者
の
み

②
測
量
等

右
記
（ア）
（ウ）
（エ）
（オ）
（カ）

③
物
品
の
製
造
・
買
入
れ
等
（
物

品
の
製
造
、
買
入
れ
、
売
払
い
、

役
務
提
供
等
）

市
指
定
用
紙
（
一
部
２
０
０
円
）

提
出
部
数

１
部

提
出
方
法

持
参
（
建
設
工
事
、

測
量
等
は
、
Ａ
４
フ
ァ
イ
ル
綴
り
）

問
合
先

総
務
部
管
財
課

（
電
話
42
│
８
７
０
４
）

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

「国が行っている国民年金と民間の個人年金はどこが違
うんだろう？」と疑問に思われる方もあると思います。
最もおおきな違いは、国民年金には物価が上がれば年

金額も引き上げられる「完全自動物価スライド制」があり、
年金の実質的な価値が維持されることです。
問合先 市民課年金係（電話42－8722）

国民年金と個人年金
ここが違う

「おおきな木」が贈るあたたかくも切ない
“マイ・ブルー・ヘブン”

― 私 の 青 空 ―
こぞってご来場ください。

「「「「おおおおおおおおききききなななな木木木木」」」」小小小小公公公公演演演演市民劇団

日　時 2月27日（土） 午後7時開演
場　所 コミュニティーセンター2階視聴覚室
問合先 同運営委員会事務局（電話42－2723）
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お く や み

加西市への寄付
○田原町 藤井　茂男 100万円
○琵琶甲町 井上　鋼一 30万円
○乙和泉町 衣笠　幸江 4万円
社会福祉協議会（善意銀行）への寄付
供養預託
○豊倉町 岩本徹太郎 10万円
○玉野町 玉田　一美 50万円
○笹倉町 甘中　重和 10万円
指定預託
☆［一般］加西ボランティア協会へ
○曽根自治区 渡辺　英彦 2万円
○北条町田町 竹本　幸夫 1万5千円
○北条町横尾　 水田美智子 2万円
○笹倉町　 高橋　　清 2万円
○匿名　 6万円
○匿名　 4万円
☆身体障害者協会へ
○石田ノブ子 10万円
一般預託
○牡丹（匿名） 1万円

岡本　俊教 79 教　穂 住　屋
岩崎　竹治 79 まさる 尾　崎
鴨川　清子 89 透 谷
後藤　幸子 72 中島敏郎 窪　田
三船　直次 80 重　夫 鎮　岩
森川　尚一 94 正　美 鶉野上
達可すゑ乃 53 兵之亟 国　正
深山トシ子 62 道　夫 広　原
衣笠　幸男 73 賢　治 山下西
富永　玉男 76 成　昭 中　富
初田　重雄 84 毅 朝　妻
北山ひさ江 78 秀　樹 笠　屋
廣瀬ふさゑ 73 正　二 栄　町
村田　昌也 23 利　一 西　長
織田ムツヨ 72 鉄　男 駅　前
織田　　勉 53 ひでみ 倉　谷
古川ひさ子 77 勉 網　引
井上恵美子 56 廣　美 玉　丘
柴本　良一 75 仁　司 下若井
木村　春雄 85 豊　昭 新　生
東元　　隆 84 幸　雄 第２サルビア荘
高田　義夫 79 英　雄 加西の里
岩本　まさ 89 雅　弘 豊　倉
藤本　利作 89 等 乙和泉
西岡あさゑ 84 山口剛 三　口
玉田みちゑ 86 道　夫 玉　野
菅原　　勝 83 浩　一 黒　駒
中根　長次 94 與　治 西横田
堀尾　常作 89 岩　男 吸　谷
宮崎　かめ 94 愛　治 下道山
井上志げの 93 鋼　一 琵琶甲
小牧　年光 88 清　信 下芥田
櫻井　義郎 77 孝　男 千ノ沢
玉田　美代 94 一　美 玉　野
水谷きみゑ 94 昭　平 西野々
吉田　耕二 63 忠　晴 野田東
上原　幸男 74 秀　博 西　長
高橋みさを 82 利　春 上若井
柴田　るこ 85 加代子 常　吉
高見　照夫 80 友　久 横　尾
安富　歳子 52 吉　一 畑
鈴木ふさ子 74 輝　雄 河　内
山　　恵一 55 和　則 岸　呂
見　重雄 82 秀　幸 戸田井
高橋　力夫 74 求 中　富
高橋ツル子 92 和　良 佐　谷
高見のぶゑ 86 進 河　内
岩見　茂明 34 紀　昭 豊　倉
内藤おかつ 79 武　男 河　内
村岡千代子 77 彰　夫 第２サルビア荘
十河　ゆき 89 義　郎 南　町
中川はまゑ 87 勝 横　尾
小林　重夫 83 勝　美 下道山
森　ちゑ子 83 武　司 下万願寺
増田　岩雄 77 章 大　内
高橋　　勲 57 浩　二 駅　前
神田　　孚 62 勝　久 大　工
古角ゆきゑ 95 博 西横田
谷　きよ子 75 昭　裕 大　村
松田　億萬 86 茂　樹 野　条
森本　直一 89 博　之 殿　原
岩國　羊男 59 益　子 中　富

市長及び市議会は弔電を自粛しており
ます。ご冥福をお祈りいたします。

（平成10年12月26日～平成11年１月31日受付分まで・敬称略）

善意の花束

（敬称略）
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６
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操
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あ
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Ｘ
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締
　
切

３
月
13
日
（土）

最低賃金改正のお知らせ
☆地域別最低賃金�平成10年9月30日より

兵 庫 県 最 低 賃 金
日　額 時間額

最低賃金の件名 日　額 時間額
繊維工業、靴下製造業 5,752円 719円
塗 料 製 造 業 6,558円 819円
鉄 鋼 業 6,288円 786円
一般機械器具製造業 6,216円 777円
電気機械器具製造業 5,912円 739円
輸送用機械器具製造業 6,504円 812円

計量器・測定器・分析
機器・試験機・測量機
械器具製造業

5,970円 747円

5,265円 660円

☆産業別最低賃金�平成10年12月1日より

各 種 商 品 小 売 業 5,803円 726円
自 動 車 小 売 業 6,086円 761円
※詳しいことは、兵庫労働基準局賃金課電話（078）332－7020
または最寄りの労働基準監督署にお問い合わせ下さい。

「たんぽぽの会」が修景石を寄贈
要介護者の衣料品に独自の改良を施し病院や福祉

施設に無料で配布するボランティアサークル「たんぽぽ
の会」（円満光子代表）は、昨年10月の総務庁長官賞
受賞を記念して丸山公園へ修景石を寄贈されました。

老人クラブ連合会が車椅子10台を寄贈
加西市老人クラブ連合会（西村茂会長）は、同

世代の介護の必要な仲間を支えていこうと、会員
から集まった「友愛募金」の一部を使い車椅子10
台を社会福祉協議会へ寄贈されました。

※おくやみ１月号の子芦しづ子さん（中富町）
は、小芦しづ子さんの誤りでした。訂正してお
詫び申し上げます。



16■広報かさいは、資源保護のため100％再生紙を使用しています。
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H11.2.1現在（前月比）
人　口／ 52,732（－ 8） 世帯数／ 15,629（＋30）
男　／ 25,615（－33） 女　／ 27,117（＋25）

60
春の七草のひとつハ
ハコグサ

庭
・
畑
・
道
ば
た
な
ど
人
里
に
普

通
に
見
ら
れ
る
15
〜
30
�
の
２
年

草
で
す
。
春
の
七
草
の
ひ
と
つ
で
、

「
御
形
」（
オ
ギ
ョ
ウ
ま
た
は
ゴ
ギ
ョ

ウ
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
が
こ
の
草

で
す
。
昔
は
、
早
春
の
ふ
わ
ふ
わ

し
て
淡
い
緑
色
の
こ
の
草
の
葉
で
、

よ
く
草
餅
を
つ
く
っ
た
そ
う
で
す
。

葉
に
は
裏
表
両
面
に
び
っ
し
り

と
白
い
綿
毛
が
生
え
て
い
て
、
草

全
体
が
白
っ
ぽ
く
見
え
ま
す
。
春
、

茎
の
先
端
に
黄
色
の
花
を
つ
け
ま

す
。
こ
の
花
は
、
キ
ク
科
特
有
の

頭
状
花
で
、
小
さ
な
頭
状
花
が
塊

と
な
っ
て
球
状
に
つ
い
て
い
ま
す
。

（
加
西
市
動
植
物
生
態
調
査
委
員
会
）

KASAIデータバンク

ホームページ http: //www.hyogo. com / kasai

�

加西市だより
市のお知らせやまちの話題を放送
毎週水曜日　午前11時50分～55分


